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１ まちづくりコーディネーターについて 

 （１）まちづくりコーディネーターとは 

    地域の課題を「自分ごと」と考えて行動し、ボランティアや市民などをつ

なぐお手伝いをする人。 

    まちづくりコーディネーターの登録者には①育成講座「つなぎの学び舎・

実践編」を修了した人②２年以上市民活動や地域活動を推進されている人③

２年以上仕事としてコーディネート業務を行っている人がいる。 

（令和２年８月１日現在、登録者３６名。内休止中９名） 

 

 （２）まちづくりコーディネーターの活動 

  ア 派遣 

    まちづくり活動の現場へ赴き、企画会議や講座におけるファシリテーショ

ンの他にイベントの取材活動などを行う。 

   ≪令和元年度実績 ※合計１３件≫ 

派遣依頼元 派遣内容 件数 

自治会 住民会議のファシリテーション ３ 

市役所 
ファンドレポート作成 ４ 

講座等のファシリテーション ５ 

その他団体 実行委員会のファシリテーション １ 

  イ 定例会 

    毎月一回開催されるまちづくりコーディネーター同士の情報共有や活動検

討の場 

  ウ 交流会 

    まちづくりコーディネーター同士の交流やスキルアップを図るための場 

  エ 自主企画 

    まちづくりコーディネーター同士の派遣以外によるまちづくり活動の場 

 

 （３）令和２年度の活動について 

  ア 派遣 

    住民会議から１件、市民協働課から２件、その他団体から１件、それぞれ
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ファシリテーションの依頼があったが、うち２件は新型コロナウイルスの影

響で開催中止となったため現状令和２年度のまちづくりコーディネーター派

遣数は２件（市民協働課依頼のつむぎ場１２としゃべり場１３） 

  イ 定例会 

    令和２年３月以降まちづくりコーディネーター定例会は開催されていな

い。一度、７月３１日の定例会実施を予定したが、再度延期とした。 

  ウ 交流会 

    新しい生活様式を取り入れた活動ができるようになるための講座を実施す

るとよいと考えている（案：オンライン会議の方法など）。例年９月に交流

会が開催されるが、様子をみて、１０月以降に開催予定。 

  エ 自主企画 

    今後の状況や企画次第で、検討していく。 

  オ まちづくりコーディネーター育成講座「つなぎの学び舎・実践編」 

    つなぎの学び舎・実践編「まちづくり活動お助け隊コース」を前期に、「フ

ァシリテーションコース」を後期に各５回ずつ開催予定であったが、予定を

変更して９月から「まちづくり活動お助け隊コース」を実施予定、現在受講

者募集中 

 

 （４）オンライン化を想定する上での現状について 

  ア まちづくりコーディネーター自身のオンライン化への対応状況についてア

ンケートを実施する（３ページ参照）。 

  イ 市民協働課の活動について 

   （ア）Zoom 会議へ移行が可能である会議については随時行っている。 

   （イ）わがまちのつむぎ場１３はオンライン開催を予定している。 

  ウ オンライン化するにあたって市民へ向けた環境 

   （ア）刈谷市庁舎、市民交流センターなどでインターネット接続可能 

   （イ）市民へのパソコン、仕切りなどの貸出は行っていない。 


